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人 文 学 報
地の神事 ･民俗芸能等に反間の変形と考えられる足踏み･タタラ等が見られることはよく知ら
れるところである｡
能は反間の呪術的雰囲気を残しながら ｢翁｣や ｢三番里｣の足踏み,或いは ｢道成寺｣の乱
拍子などの芸術性の高い足拍子を舞台芸能として定着させた｡能の ｢翁｣の流れを汲む民俗芸
能 ･浄瑠璃操り･歌舞伎 ･舞踊などのさまざまの ｢三番里｣が,それぞれの特徴を示しながら
もすべて ｢踏む｣ことを踏襲 ･重視していることは,祝儀曲としての性格上当然のことであろ




































































段の場面設定 ･ス トー リーの大まかなあり方 ･場としての格の軽重等までが規定され16), した




人形浄瑠璃 ･文楽を構成するのは,太夫 ･三味線 ･人形遣いで,これを ｢三業｣と称してい





























































人 文 学 報
意思伝達と連繋のシステム




















険である｡現在文楽には浄瑠璃の音曲面での (型)である ｢地｣や ｢節｣(節の名とも)は二百
種類以上ある24)のに対して,人形の ｢型 (ふり,とも)｣は意外に少なく,五十種類程度である｡






























歌舞伎 ･文楽ではかっては ｢奥役｣といわれ座元 (興行主)に直属して,舞台･楽屋に関わ
る事の一切を処理する役があった｡文楽でいえば,演目や配役の決定 ･出演料その他の支払関























側に明確な意識を持って育成した演出者 (集団)が存在しなかったために, ｢制作｣ の立場は
西欧近代演劇的な演出者というよりも観客の代表としての立場といった方が実態に近いかもし
れない｡
文楽の演者は個人 ･集団として三百年の努力 ･工夫 ･蓄積の結果おびただしい演奏 ･演技 ･
演出上の口伝や型を継承している｡舞台での上演に際しては全体的な方針 ･演出意図は配役や
上演台本等を通じて ｢制作｣から伝えられるが,部分的には演者自身の工夫とともに適当と思








ものも多々ある｡ ただ各人の師系 ･芸歴 ･芸質等々微妙な問題が絡み,彼ら個々の生の意見 ･









































人 文 学 報
･文楽の ｢制作｣はかつての奥役の業務の大半を引き継いでいる｡








2) 浅井了意 『京雀』寛文5年 (1665)他




7) 浪速散人-楽 『竹豊故事』宝暦6年 (1756)
8) 喜多十太夫 『猿轡』万治元年 (1658)他
9) 宇治加賀接 『竹子集 (加賀接段物集)』,延宝6年 (1678)
10) 世阿弥 『能作書 (三遷)』応永年間 (1420頃)
ll) 能における五番立ての成立は徳川家光の頃か? 浄瑠璃への影響関係についてはなお考察を要
する｡
12) 竹本義太夫 『逸題段物集』貞享4年 (1687)
13) 同前
14) 竹本義太夫 『竹本秘伝丸』宝永2,3年 (1705,6)頃
15) 前出 『逸題段物集』
16) 前出 『什豊故事』
17) 近石泰秋 『操浄瑠璃の研究』昭和36年 (1961)
18) 荒木田守武 『守武千句』天文9年 (1540)
柴屋軒宗長 『宗長日記』享禄4年 (1531)
19) 竹田からくり,山本飛騨操の芝居等｡












27) 制作については詳しくは,岩波講座 『歌舞伎 ･文楽』第 10巻 "今日の文楽"中の拙稿 ｢現代
の文楽一制作の側から｣を参照されたい｡
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